減速航行で地球温暖化防止！！
減速航行で燃料消費量を減らし、二酸化炭素の発生量を減らす
①　揚げ地の待機時間をなくす。
②　気象、海象、潮流を判断して最適最短ルートで航行する。
③　航海時間の許す限り減速航行する。
目標：月間平均1ノット減速
船の特性
航行に必要なエネルギー（機関出力≒燃料消費量）は、船の速度の3乗に比例して増加する。

◎船の速度を上げると、上げた速度以上に大量のエネルギーを消費する。
例えば、以下の表で、

· 12ノットで航行：

＞＞＞1987ｋｗの出力、月間73トンの燃料消費が必要。

· 1ノット（約8％）速度を上げて13ノットで航行：

＞＞＞2527ｋｗ（約27％増加）の出力、月間86トン（約17％増加）の燃料消費が必要。　燃料代で月間約70万円増加。
◎船の速度を下げると、下げた速度以上にエネルギー消費は少なくなる。

例えば、以下の表で、14ノットで航行するのに比して、
· 0.5ノット（約4％）減速：

＞＞＞月間燃料消費量は７％削減。
· 1ノット（約7％）減速：

＞＞＞航行時間は月間で13.4時間増えるが（1航海当たり1.3時間増加）、
月間燃料消費量は14％削減。　燃料代で月間約75万円の節約。
	月間距離
	速度
	機関出力
	航行時間
	燃料消費
	燃料削減
	増加時間
	燃料代
	原単位

	km
	kn
	kw
	h
	t
	%
	h
	万円
	g/(t･km)

	4,500 
	12
	1,987 
	202.5 
	73.23 
	-27 
	28.9 
	403 
	3.25 

	4,500 
	12.5
	2,246 
	194.4 
	79.46 
	-20 
	20.8 
	437 
	3.53 

	4,500 
	13
	2,527 
	186.9 
	85.95 
	-14 
	13.4 
	473 
	3.82 

	4,500 
	13.5
	2,829 
	180.0 
	92.68 
	-7 
	6.4 
	510 
	4.12 

	4,500 
	14
	3,156 
	173.6 
	99.68 
	基準
	基準
	548 
	4.43 

	（燃料単価：１トン　５万５千円）　月間航行距離：4500ｋｍ
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参考：「内航船の省エネルギー推進の手引き」（財団法人省エネルギーセンター：http://www.eccj.or.jp/ship/coastal/pdf/all_a4.pdf）








